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1. 平成26年3月期第3四半期の業績（平成25年4月1日～平成25年12月31日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

26年3月期第3四半期 4,133 1.0 △64 ― 5 ― 3 △31.1
25年3月期第3四半期 4,093 ― △167 ― △105 ― 5 ―

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

26年3月期第3四半期 0.33 ―
25年3月期第3四半期 0.48 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

26年3月期第3四半期 9,278 2,723 29.4 235.41
25年3月期 8,485 2,274 26.8 196.51
（参考）自己資本 26年3月期第3四半期 2,723百万円 25年3月期 2,274百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

25年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
26年3月期 ― 0.00 ―
26年3月期（予想） 0.00 0.00

3. 平成26年 3月期の業績予想（平成25年 4月 1日～平成26年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有 
詳細につきましては、本日公表の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 5,633 6.6 △45 ― 35 ― 40 207.7 3.46



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
詳細は、添付資料Ｐ．３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。 

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

※ 注記事項

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無
②①以外の会計方針の変更 ： 無
③会計上の見積りの変更 ： 無
④修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 26年3月期3Q 11,600,000 株 25年3月期 11,600,000 株
② 期末自己株式数 26年3月期3Q 29,956 株 25年3月期 26,807 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 26年3月期3Q 11,571,618 株 25年3月期3Q 11,574,063 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この決算短信は金融商品取引法に基づく監査手続きの対象外であり、この決算短信の開示時点において、財務諸表に対する監査手続きを実施中です。 
 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及
び業績予想のご利用にあたっての注意事項については、添付書類Ｐ．２「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想などの将来予測情報に関する説
明」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する説明 

①販売実績 

 当社の第３四半期累計期間の売上高は、主力品である１８Ｌ缶においてラミネート缶の数量が回復したことによ

り前年同四半期累計比 百万円増加いたしました。一方、美術缶では需要の回復により第２四半期比 百万円増加

したものの、前年同四半期累計比では 百万円の減少となり、売上高合計では前年同四半期累計比で 百万円の増

加となりました。   

製品別売上高                                             （単位：百万円、％）    

②損益状況 

 上記売上高に対し、労務費や消耗品費の削減等により原価を抑え、売上総利益は 百万円と前年同四半期累計

比 百万円増加しました。 

 営業利益につきましては、人件費や手数料を中心に経費の削減を積極的に行い、 百万円の損失（前年同四半期

累計比 百万円の改善）となりました。 

 経常利益につきましては、金融費用の減少による営業外収支の改善があった結果、 百万円の黒字計上となりま

した。これは、前年同四半期累計比で 百万円の改善となります。 

 この結果、四半期純利益は 百万円となり、前年同四半期累計比 百万円の減少となりました。なお、前年同四半

期累計期間においては、特別利益として投資有価証券売却益を 百万円計上しておりました。   

（２）財政状態に関する説明 

①当第３四半期会計期末における 資産合計は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円の増加となりま

した。 

 主な増減要因は、以下のとおりであります。 

 ・流動資産は、現金及び預金の増加 百万円、受取手形及び売掛金の増加 百万円、棚卸資産の減少 百万円

等の要因で 百万円の増加となりました。 

 ・固定資産は、減価償却等による有形固定資産の減少 百万円、無形固定資産の減少 百万円、株価の値上がり

に伴う投資有価証券の増加 百万円等による投資その他の資産の増加 百万円等の要因で、 百万円増加しま

した。  

②当第３四半期会計期間末における負債合計は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円の増加となりま

した。 

 主な増減要因は、以下のとおりであります。 

 ・流動負債は、支払手形及び買掛金の増加 百万円、有利子負債（短期借入金及び1年以内返済予定の長期借入

金）の減少 百万円等の要因で、 百万円の増加となりました。 

 ・固定負債は、長期借入金の減少 百万円、投資有価証券の時価差額の増加に伴う繰延税金負債の増加 百万

円等の要因で、 百万円の増加となりました。 

③当第３四半期会計期末における純資産合計は、 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円の増加となり

ました。 

 主な増減要因は、以下のとおりであります。 

 ・株主資本は、四半期純利益 百万円の要因で、 百万円増加しました。 

 ・評価・換算差額等は、株価の値上がりによるその他有価証券評価差額金の増加により 百万円の増加となり

ました。 

④当第３四半期会計期末の有利子残高（長短借入金）は 百万円となり、前事業年度末に比べ 百万円の減少

となっております。  

 （３）業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 業績予想につきましては、当第３四半期累計期間の業績等を勘案して、平成25年４月26日の決算短信で公表しま

した通期の業績予想を変更し、売上高 百万円、営業利益 百万円、経常利益 百万円、当期純利益 百万

円の見通しとしております。 

 これは、主力商品の１８Ｌ缶においてラミネート缶の需要が引続き堅調なことに加え、美術缶を中心に消費税の

駆け込み需要が見込まれることから、売上が増加すると見込んだことによります。   

１．当四半期決算に関する定性的情報

52 5

22 40

  
前年同四半期累計 当第３四半期累計 前年同四半期比 

金額 構成比 金額 構成比 金額 増減率 

18Ｌ缶  2,878  70.3  2,931  70.9  52  1.8

美術缶  1,051  25.7  1,029  24.9  △22  △2.1

その他  163  4.0  173  4.2  9  5.8

計  4,093  100.0  4,133  100.0  40  1.0
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5,633 △45 35 40
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（四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） 

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効

税率を合理的に見積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。  

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

  

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 686,263 800,652

受取手形及び売掛金 1,590,787 1,761,446

商品及び製品 116,577 96,036

仕掛品 355,494 322,023

原材料 75,567 76,643

その他 21,229 23,959

貸倒引当金 △2,491 △2,977

流動資産合計 2,843,428 3,077,783

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,704,472 4,724,202

減価償却累計額 △2,899,438 △2,975,332

建物（純額） 1,805,034 1,748,870

構築物 159,309 163,643

減価償却累計額 △144,981 △147,022

構築物（純額） 14,328 16,621

機械及び装置 5,338,095 5,447,238

減価償却累計額 △4,912,403 △5,002,973

機械及び装置（純額） 425,692 444,265

車両運搬具 51,211 51,211

減価償却累計額 △48,776 △49,745

車両運搬具（純額） 2,434 1,465

土地 108,232 108,232

建設仮勘定 27,800 1,400

その他 336,122 341,621

減価償却累計額 △314,215 △321,787

その他（純額） 21,907 19,833

有形固定資産合計 2,405,428 2,340,687

無形固定資産   

ソフトウエア 111,604 80,583

その他 577 577

無形固定資産合計 112,182 81,161

投資その他の資産   

投資有価証券 1,286,150 1,967,528

関係会社株式 1,059,995 1,059,995

賃貸不動産 1,500,938 1,502,718

減価償却累計額 △732,950 △759,149

賃貸不動産（純額） 767,987 743,568

その他 9,985 7,927

投資その他の資産合計 3,124,117 3,779,019

固定資産合計 5,641,728 6,200,868

資産合計 8,485,156 9,278,651
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（単位：千円）

前事業年度 
(平成25年３月31日) 

当第３四半期会計期間 
(平成25年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,514,675 1,741,179

短期借入金 774,000 667,800

1年内返済予定の長期借入金 939,400 966,400

未払法人税等 4,274 3,225

未払事業所税 18,058 13,543

賞与引当金 19,128 8,362

その他 192,083 220,174

流動負債合計 3,461,619 3,620,684

固定負債   

長期借入金 2,175,700 2,130,400

繰延税金負債 467,323 704,645

役員退職慰労引当金 25,542 18,447

資産除去債務 11,059 11,166

その他 69,648 69,661

固定負債合計 2,749,273 2,934,321

負債合計 6,210,893 6,555,005

純資産の部   

株主資本   

資本金 630,000 630,000

資本剰余金 136,773 136,773

利益剰余金 1,033,041 1,036,865

自己株式 △3,718 △4,037

株主資本合計 1,796,096 1,799,601

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 478,167 918,908

評価・換算差額等合計 478,167 918,908

新株予約権 － 5,136

純資産合計 2,274,263 2,723,646

負債純資産合計 8,485,156 9,278,651
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年12月31日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 
 至 平成25年12月31日) 

売上高 4,093,411 4,133,585

売上原価 3,732,049 3,681,730

売上総利益 361,362 451,854

販売費及び一般管理費   

運賃及び荷造費 191,400 202,731

従業員給料及び手当 108,508 109,208

役員報酬 44,208 41,080

株式報酬費用 － 1,284

賞与引当金繰入額 2,909 2,585

支払手数料 42,213 37,307

減価償却費 42,827 40,727

役員退職慰労引当金繰入額 6,578 －

その他 90,002 81,608

販売費及び一般管理費合計 528,647 516,531

営業損失（△） △167,284 △64,677

営業外収益   

受取利息 274 102

受取配当金 28,201 26,904

不動産賃貸料 142,127 139,695

雑収入 13,277 10,467

営業外収益合計 183,880 177,169

営業外費用   

支払利息 51,065 48,231

手形売却損 5,066 5,221

売上債権売却損 3,151 823

電子記録債権売却損 － 645

不動産賃貸費用 27,868 25,884

賃貸建物減価償却費 34,755 26,198

営業外費用合計 121,906 107,005

経常利益又は経常損失（△） △105,310 5,487

特別利益   

投資有価証券売却益 111,858 246

特別利益合計 111,858 246

特別損失   

固定資産除却損 379 －

特別損失合計 379 －

税引前四半期純利益 6,168 5,733

法人税等 615 1,909

四半期純利益 5,553 3,824
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  該当事項はありません。    

   

   

   該当事項はありません。   

   

   

  当社は、金属缶の製造販売事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。   

   

   

（３）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

（セグメント情報等）
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